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平
成
26
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

も
う
い
い
か
い

　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ

　

平
成
二
十
六
年
度
の
愛
媛
県
消

防
大
会
が
、五
月
二
十
八
日
（
水
）

午
後
一
時
か
ら
松
山
市
道
後
町
二

丁
目
「
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
」
に
お

い
て
愛
媛
県
主
催
、
公
益
財
団
法

人
愛
媛
県
消
防
協
会
が
実
施
機
関

と
な
り
来
賓
と
し
て
、
愛
媛
県
議

会
議
長
代
理
本
宮
勇
副
議
長
、
県

警
察
本
部
川
邉
俊
一
本
部
長
、
県

市
長
会
か
ら
菅
良
二
市
長
会
長

（
今
治
市
長
）、
県
町
村
会
か
ら
白

石
勝
也
町
村
会
長(

松
前
町
長)

の
臨
席
を
仰
ぎ
、
県
内
の
各
市
町

か
ら
消
防
団
員
、
消
防
職
員
、
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
員
及
び
自
主
防

災
組
織
員
な
ど
消
防
関
係
者
約

七
〇
〇
人
が
、
一
堂
に
会
し
、
団

結
を
強
め
伝
統
あ
る
消
防
精
神
を

高
揚
し
、
消
防
活
動
に
対
す
る
県

民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
消
防
協
会
の
井
戸

善
昭
業
務
執
行
理
事
の
「
開
会

の
こ
と
ば
」
に
続
き
、「
国
歌
斉

唱
」、
主
催
者
と
し
て
愛
媛
県
知

事
代
理
上
甲
啓
二
副
知
事
か
ら
消

防
団
は
、防
災
力
の
中
核
と
し
て
、

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
、
近
年
の
団
員
数
の
減
少
に
加

え
、
団
員
の
七
割
が
被
雇
用
者
と

い
う
状
況
に
あ
り
、
新
た
な
団
員

を
確
保
し
、
活
動
の
活
性
化
が
急

務
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
の
十
二

月
に
成
立
し
た
「
消
防
団
を
中
核

と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化

に
関
す
る
法
律
」
を
受
け
て
、
今

後
は
、
企
業
や
団
体
は
も
と
よ
り

住
民
の
総
力
を
結
集
し
て
地
域
防

災
力
の
強
化
を
進
め
る
た
め
、
国

や
自
治
体
に
お
い
て
よ
り
一
層
の

取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
県

お
い
て
も「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
」

に
備
え
、
被
雇
用
者
が
入
団
し
や

す
い
環
境
整
備
や
組
織
制
度
の
構

築
を
国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
き

た
い
。
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続

い
て
、
参
加
機
関
を
代
表
し
て
愛

媛
県
消
防
協
会
土
居
敏
夫
会
長
か

ら
団
員
に
対
す
る
日
頃
の
活
動
に

対
す
る
お
礼
や
団
員
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
、
ま
た
、「
え
ひ
め
愛

顔
で
消
防
団
員
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
事
業
な
ど
を
通
じ
て
団
員
確

保
対
策
に
努
め
、「
命
を
守
る
地

域
防
災
力
の
強

化
に
努
め
た

い
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
、
愛
媛

県
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議

会
大
森
幸
子
会

長
か
ら
は
消
防

団
や
日
頃
の
消

防
関
係
者
の
活

動
に
対
す
る
感

謝
と
お
礼
、
住

民
が
消
防
に
寄

せ
る
期
待
が
非

常
に
大
き
い
こ

と
な
ど
が
述
べ

ら
れ
た
後
、
表

彰
に
移
り
、
ま
ず
始
め
に
、
株
式

会
社
プ
ロ
シ
ー
ズ
に
愛
媛
県
消
防

団
協
力
事
業
所
県
知
事
表
彰
、
次

に
伊
方
町
消
防
団
に
愛
媛
県
消
防

協
会
会
長
表
彰
、
続
い
て
、
東
温

市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
愛
媛
県
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
会
長

表
彰
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は
受
賞

者
に
対
し
て
、
盛
大
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
代
表
（
伊
方
町
菊
池
隼

人
団
長
）
か
ら
は
、
表
彰
の
名
誉

に
恥
じ
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
使

命
達
成
に
精
進
し
た
い
と
の
謝
辞

が
述
べ
ら
れ
、
小
憩
に
入
っ
た
。

　

再
開
後
、
意
見
・
体
験
発
表
に

移
り
、
は
じ
め
に
東
予
支
部
か
ら

「
そ
の
と
き
に
備
え
て
」
と
題
し
、

上
島
町
柏
原
伸
一
郎
副
団
長
、
続

い
て
、
中
予
支
部
か
ら
は
「
地
域

　

第
八
十
九
回
愛
媛
県
消
防
職
・

団
員
慰
霊
祭
が
五
月
二
八
日（
水
）

に
密
着
し
た
消
防
団
活
動
」
と
題

し
砥
部
町
古
田
博
義
団
長
が
、
南

予
支
部
か
ら
「
南
海
地
震
を
踏
ま

え
た
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
愛
南
町
鷹
野
正
志
団
長
か

ら
発
表
が
あ
り
、
消
防
職
員
か
ら

は
、
大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組

合
の
河
野
博
美
消
防
士
が
「
私
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
～
自
身
～
」

と
題
し
た
、
意
見
発
表
が
り
、
最

後
に
、「
地
域
防
災
力
ア
ッ
プ
学

校
・
地
域
と
連
携
し
た
ク
ラ
ブ
活

動
～
」
と
題
し
て
久
万
高
原
町
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
八
塚

美
紀
子
副
会
長
の
実
体
験
を
通
し

た
発
表
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
今
治
市
消
防
団
音
楽

隊
に
よ
る
「
届
け
！
復
興
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
と
題
し
た
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
演

奏
に
参
加
者
に
大
変
好
評
で
し

た
。
閉
会
行
事
に
移
り
、
山
川
彰

夫
業
務
執
行
理
事
の
発
声
に
よ

り
「
万
歳
三
唱
」
の
あ
と
、
結
び

と
し
て
、
中
川
一
夫
業
務
執
行
理

事
の
「
閉
会
の
こ
と
ば
」
で
締
め

午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら
愛
媛
県

護
国
神
社
に
お
い
て
愛
媛
県
消
防

協
会
主
催
に
よ
り
執
り
行
わ
れ

た
。

　

祭
場
は
、
新
緑
に
包
ま
れ
た
神

社
に
殉
職
消
防
職
団
員
六
十
五
柱

を
お
祀
り
し
、
ご
遺
族
、
消
防
協

会
役
職
員
及
び
県
下
の
消
防
団
幹

部
ほ
か
関
係
者
約
三
百
六
十
名
が

正
装
に
身
を
包
み
、
厳
粛
か
つ
威

儀
を
正
し
て
参
列
し
た
。

　

祭
事
は
、
開
式
の
辞
、
国
歌
斉

唱
、
典
儀
に
よ
る
開
式
太
鼓
に
始

ま
る
神
事
、小
川
宮
司
祝
詞
奏
上
、

鎮
魂
慰
霊
の
曲
が
流
れ
、
祭
主
土

居
消
防
協
会
長
、
中
嶋
遺
族
会
長

が
諸
霊
の
冥
福
を
祈
り
、
玉
串
が

奉
奠
さ
れ
た
。

　

終
わ
り
に
土
居
会
長
か
ら
来

賓
、
ご
遺
族
並
び
に
参
列
者
に
参

拝
の
お
礼
が
述
べ

ら
れ
、
慰
霊
祭
は

滞
り
な
く
終
了
し

た
。

　

式
後
、
ご
遺
族

及
び
主
催
者
は
記

念
写
真
に
納
ま

り
、
境
内
み
ゆ
き

会
館
に
お
い
て
本

年
度
の
遺
族
会
総

会
が
あ
り
、
役

員
改
選
で
は
、
中

嶋
義
隆
遺
族
会
長

が
、
再
任
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
全

国
消
防
殉
職
者
慰

霊
祭
（
東
京
都
虎

ノ
門
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
）
へ
の

参
列
な
ど
の
事
業
計
画
が
話
し
合

わ
れ
、
昼
食
を
共
に
し
な
が
ら
懇

談
し
、
納
会
と
な
っ
た
。

く
く
ら
れ
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し

た
。

愛
媛
県
消
防
大
会

平
成
二
十
六
年
度五

月
二
十
八
日
　
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル

五
月
二
十
八
日
　
愛
媛
県
護
国
神
社

第
八
十
九
回

愛
媛
県
殉
職
者
慰
霊
祭
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防
災
活
動

　

新
居
浜
市
は
、
愛
媛
県
の
東
部

に
位
置
し
、
北
は
風
光
明
媚
な
瀬

戸
内
海
、南
は
四
国
山
地
を
仰
ぎ
、

気
候
、
風
土
に
恵
ま
れ
た
環
境
に

あ
り
ま
す
。

　

元
禄
四
年
の
別
子
銅
山
開
坑
に

よ
っ
て
繁
栄
し
、
沿
岸
地
帯
は
住

友
関
係
の
工
場
群
が
帯
状
に
形
成

さ
れ
、
四
国
屈
指
の
臨
海
工
業
地

帯
で
あ
り
、
市
南
側
の
赤
石
山
系

は
、
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
や
ア
カ
モ
ノ
な

ど
が
自
生
す
る
全
国
屈
指
の
高
山

植
物
の
宝
庫
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

新
居
浜
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
運

営
協
議
会
は
、
市
内
に
十
七
あ
る

消
防
分
団
区
の
う
ち
、
九
分
団
区

で
結
成
さ
れ
た
、
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
の
組
織
で
、
家
庭
で
の
火
災
予

防
の
知
識
の
習
得
、
地
域
全
体
の

防
火
意
識
の
高
揚
な
ど
を
目
的

に
、
総
勢
百
十
七
名
の
ク
ラ
ブ
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
主
な
活
動

の
一
つ
が
火
災
予
防
の
取
組
み
で

す
。
地
域
住
民
や
児
童
・
生
徒
な

ど
に
対
す
る
火
災
予
防
知
識
や
防

炎
製
品
の
普
及
啓
発
を
は
じ
め
、

消
火
器
取
扱
訓
練
等
の
実
演
を
と

お
し
て
火
災
予
防
技
術
の
向
上
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
平
成

二
十
三
年
六
月
に
全
て
の
住
宅
へ

義
務
付
け
ら
れ
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
た
広
報
活
動
は
も
と

よ
り
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
主
導

し
て
、
同
警
報
器
を
地
域
で
共
同

購
入
す
る
と
い
う
取
組
み
を
約
二

年
間
に
わ
た
っ
て
行
い
、
一
定
の

成
果
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
広
報
を
主
な
活
動
と
し
て

い
た
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
か
ら
一
歩

進
ん
だ
、
よ
り
積
極
的
な
設
置
促

進
活
動
が
で
き
た
も
の
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
の

応
急
手
当
指
導
員
資
格
取
得
に
つ

い
て
で
す
が
、
平
成
二
十
四
年
度

に
十
一
名
の
ク
ラ
ブ
員
が
計
四
十

時
間
の
救
急
講
習
を
受
講
し
、
応

急
手
当
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し

ま
し
た
。
こ
の
十
一
名
の
ク
ラ
ブ

員
を
中
心
に
、
自
主
防
災
組
織
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
や
学

生
・
生
徒
な
ど
に
対
し
、
応
急
手

当
に
関
す
る
正
し
い
知
識
及
び
技

術
を
指
導
す
る
普
通
救
命
講
習
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
の
後
、
自
治
会
や
事
業
所
な
ど

か
ら
救
急
講
習
の
依
頼
が
増
加
傾

向
に
あ
る
中
、
市
内
の
各
消
防
署

と
協
力
し
な
が
ら
、
講
習
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
平
成
十
八
年
か
ら
毎

年
十
一
月
に
行
っ
て
い
る
「
住
宅

防
火
フ
ェ
ア
」
に
つ
い
て
お
話
い

た
し
ま
す
。
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
期
間
中
の
週
末
、
市
内
の
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
一
部

を
お
借
り
し
て
、
買
い
物
に
訪

れ
た
不
特
定
多
数
の
市
民
を
対

象
に
、
防
火
・
防
災
思
想
の
普
及

啓
発
や
消
防
機
関
の
市
民
広
報
な

ど
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
防
火
ポ
ス

タ
ー
展
、
防
火
ア
ン
ケ
ー
ト
、
消

防
車
両
・
消
防
隊
員
の
装
備
品
の

展
示
、
ミ
ニ
消
防
車
の
試
乗
、
消

火
体
験
、
地
震
体
験
が
主
な
も
の

で
、
消
防
本
部
・
署
員
と
連
携
し

て
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
も
多
数

参
加
し
て
い
ま
す
。
市
民
対
象
の

広
報
活
動
は
、
紙
媒
体
の
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
こ
う
し
て
、

市
民
の
方
と
直
に
触
れ
合
う
こ
と

で
、
自
分
た
ち
の
活
動
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の

防
火
・
防
災
を
担
う
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
員

は
近
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ

の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
火
災
や
災
害
と
い
っ
た
緊
急

時
に
、
地
域
に
根
差
し
た
女
性
の

方
々
の
災
害
対
応
活
動
が
大
き
な

力
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
信
念
と
連
帯

意
識
の
下
、
火
災
や
災
害
に
強
い

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

東
温
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
は

幼
年
に
対
し
て
明
朗
活
発
な
気
風

を
養
い
、
正
し
い
火
の
知
識
等
を

認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
子
供
を
通

じ
て
各
家
庭
の
防
火
思
想
の
普
及

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ク
ラ
ブ

活
動
に
力
を
い
れ
て
お
り
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
保
護
者
、
幼
児
を

対
象
に
消
火
訓
練
や
避
難
訓
練
、

救
命
講
習
を
行
い
各
幼
稚
園
、
保

育
所
の
要
望
の
下
防
災
セ
ン
タ
ー

見
学
で
地
震
体
験
や
濃
煙
体
験
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
平
成

二
十
五
年
度
か
ら
「
災
害
時
で
の

保
護
者
へ
の
園
児
引
渡
し
訓
練
」

を
実
施
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下

に
置
か
れ
て
も
、
子
供
達
を
安
全

に
家
族
の
も
と
へ
引
き
渡
せ
る
よ

う
現
在
、
訓
練
指
導
に
力
を
注
い

で
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
新
た
に

東
温
市
に
お
け
る
全
て
の
保
育

所
、
幼
稚
園
で
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

員
に
対
し
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

で
あ
る
こ
と
の
自
覚
と
退
会
し
て

い
く
幼
児
に
対
し
今
後
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
目
的
と
し
入
会
式
及

び
退
会
式
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

五
月
か
ら
六
月
に
夏
の
時
期
に

向
け
て
花
火
の
取
り
扱
い
や
水
の

事
故
防
止
の
指
導
、
保
護
者
に
対

し
て
防
火
講
習
会
と
救
命
講
習
会

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

十
一
月
に
は
秋
の
火
災
予
防
週

間
中
の
行
事
と
し
て
防
火
パ
レ
ー

ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
二
十
六
年
度
か
ら
は
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
保
育
所
と
幼
稚

園
が
合
同
で
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
園
児
が
作
成

し
た
防
火
ビ
ラ
を
市
民
に
配
布
す

る
防
火
啓
発
活
動
を
計
画
し
て
お

り
、
園
児
、
市
民
共
に
防
火
意
識

の
高
揚
に
大
き
く
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
効
果
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

東
温
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
は

こ
れ
ら
の
活
動
を
主
と
し
、
防
火

思
想
の
普
及
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
又
、
毎
年
新
た
な
取
り
組
み

に
力
を
い
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果

は
、
年
間
を
通
し
て
子
供
の
火
遊

び
に
よ
る
火
災
が
〇
件
と
い
う
素

晴
ら
し
い
現
状
に
現
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

会
長
　
宮み

や

　
前ま

え

　
　
港

み
な
と

家
庭
防
火
は
主
婦
の
手
で

新
居
浜
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

運
営
協
議
会

川か
わ 

﨑さ
き

　
康こ

う 

平へ
い

東
温
市
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て

東
温
市
消
防
署
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支
部
だ
よ
り

女
性
消
防
団
だ
よ
り

　

宇
和
島
市
消
防
団
宇
和
島
方
面

隊
本
部
の
女
性
団
員
は
、
現
在
十

二
名
で
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点

と
特
性
を
生
か
す
こ
と
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
新
た
な
試
み
と
し

て
、
保
育
園
で
の
『
幼
児
防
火
教

室
』
を
始
め
ま
し
た
！
そ
れ
は
、

平
成
二
十
一
年
の
女
性
消
防
強
化

対
策
研
修
会
で
の
、
横
浜
米
軍
基

地
で
予
防
課
長
を
さ
れ
て
い
た
長

谷
川
祐
子
さ
ん
の
講
演
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
の
講
演
で
は
、
ア

メ
リ
カ
の
『
子
ど
も
の
た
め
の
火

災
予
防
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の
実

践
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、幼
児
と
い
え
ど
も
、

火
災
に
つ
い
て
知
識
を
学
び
、
実

際
に
判
断
し
て
行
動
で
き
る
よ

う
に
教
育
す
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。
例
え
ば
、
自
分
の
着
衣
の

袖
口
に
火
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
と

想
定
し
ま
す
。
こ
の
時
、
慌
て
て

走
り
回
っ
た
り
、
火
を
消
そ
う
と

腕
を
振
り
回
し
た
ら
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
？
火
は
さ
ら
に
勢
い
よ
く

燃
え
ま
す
。
で
は
、
火
を
消
す
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ

う
？
そ
れ
は
、
落
ち
着
い
て
『
そ

の
場
に
止
ま
っ
て
、
倒
れ
て
、
転

が
る
』
の
で
す
。
実
際
に
、
幼
児

た
ち
が
、『
ス
ト
ッ
プ
、ド
ロ
ッ
プ
、

ア
ン
ド
ロ
ー
ル
』と
言
い
な
が
ら
、

体
を
動
か
し
、
楽
し
く
学
び
、
練

習
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
講
演
会
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
自
分
た
ち
の
ふ
る

さ
と
、
宇
和
島
で
活
か
せ
な
い
か

と
、
み
ん
な
で
工
夫
し
、
準
備
、

練
習
を
重
ね
、
地
元
の
保
育
園
で

実
際
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
番
当
日
は
、
緊
張
し
ま
し

た
が
、
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
に
、

動
物
の
着
ぐ
る
み
を
用
意
し
た

り
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
、『
消

防
自
動
車
ジ
プ
タ
』
の
絵
本
で
読

み
聞
か
せ
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、『
自
分
の
命
は
、
自

分
で
守
る
！
』
を
合
言
葉
に
、
一

生
懸
命
学
ぶ
園
児
た
ち
の
輝
く
瞳

と
素
直
さ
に
、
幼
児
期
か
ら
の
正

し
い
教
育
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
私
た
ち
も
子
ど
も
の
い
る
母

親
で
す
が
、
我
が
子
を
『
ま
だ
子

ど
も
だ
か
ら
』
と
、
教
育
し
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、
想
定

に
こ
だ
わ
る
大
人
で
な
く
、
逆
に

発
想
の
豊
か
な
子
ど
も
だ
か
ら
こ

そ
、
教
育
の
必
要
性
が
あ
り
、
効

果
も
高
い
の
だ
と
痛
感
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
は
、東
日
本
大
震
災
で『
釜

石
の
奇
跡
』
と
い
わ
れ
た
、
釜
石

の
子
ど
も
た
ち
が
、
何
度
も
様
々

な
『
想
定
』
を
し
た
訓
練
を
行
い
、

率
先
避
難
者
と
な
り
、
地
域
の
大

人
た
ち
の
命
を
救
っ
た
と
い
う
事

実
か
ら
も
理
解
で
き
ま
す
。

 

発
生
が
予
想
さ
れ
る
、『
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
』
に
備
え
、
私
た

ち
女
性
団
員
に
今
で
き
る
事
、
そ

れ
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。
宇
和
島
は
海
に
面
し
て
い
る

た
め
、
甚
大
な
津
波
の
被
害
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
正
し
い

知
識
を
基
に
、
自
分
で
判
断
し
、

自
ら
行
動
し
、『
自
分
の
命
は
、

自
分
で
守
れ
る
』
子
ど
も
た
ち
を

育
成
す
る
こ
と
が
、
今
の
宇
和
島

が
活
性
化
し
、
地
域
が
繋
が
り
、

住
み
良
い
宇
和
島
に
な
る
と
信
じ

て
、
団
員
十
二
名
、
一
丸
と
な
り
、

地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　

西
条
市
は
、
愛
媛
県
の
東
部
地

域
に
広
が
る
道
前
平
野
に
位
置

し
、
面
積
は
約
五
百
九
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
約
十
一
万
三

千
人
、
南
に
は
西
日
本
最
高
峰
の

石
鎚
山
を
望
み
、
北
に
は
瀬
戸
内

海
の
燧
灘
に
面
し
、
海
と
平
野
と

山
が
揃
っ
た
風
光
明
媚
な
地
方
都

市
で
す
。

　

平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
に
、

西
條
市
、
東
予
市
、
丹
原
町
、
小

松
町
が
合
併
し
て
新
た
な
西
条
市

が
誕
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
団

に
つ
い
て
も
合
併
し
て
新
し
い
西

条
市
消
防
団
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
今
年
で
十
周
年

と
い
う
節
目
の
年
に
な
り
ま
す

が
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
西
条

市
消
防
団
の
絆
も
よ
り
強
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
西
条
市
で
は
、
毎
年
七

月
一
日
か
ら
、
本
格
的
な
夏
の
到

来
を
告
げ
る「
石
鎚
山
お
山
開
き
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
信
者
や
観

光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
梅
雨
の
終

わ
り
と
と
も
に
台
風
シ
ー
ズ
ン
へ

と
移
行
し
て
い
く
こ
の
時
期
に
先

立
ち
、「
西
条
市
水
防
訓
練
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
消
防
職
団
員
及

び
地
域
住
民
の
水
防
意
識
の
高
揚

と
、
水
防
技
術
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
年

は
、
六
月
十
七
日
火
曜
日
午
後
七

時
三
十
分
か
ら
、
地
元
自
治
会
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、消
防
本
部
・

消
防
署
と
と
も
に
訓
練
参
加
の
消

防
団
員
総
勢
百
二
十
四
名
が
、
西

条
市
加
茂
川
河
川
敷
お
ま
つ
り
広

場
で
、
本
番
さ
な
が
ら
の
天
候
の

中
、
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

訓
練
の
内
容
は
十
二
班
に
分
か

れ
た
団
員
を
四
つ
に
分
け
て
、
四

百
袋
の
土
の
う
を
作
成
し
、
そ
の

土
の
う
を
使
用
し
て
四
班
ず
つ
の

二
グ
ル
ー
プ
が
上
流
側
と
下
流
側

に
分
か
れ
て
積
み
土
の
う
工
法
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、堤
防
で
は
、

三
班
が
上
流
側
、
中
央
部
、
下
流

側
に
分
か
れ
て
木
流
し
工
法
や
水

防
マ
ッ
ト
工
法
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

訓
練
当
日
は
、
地
元
連
合
自
治

会
長
や
西
条
市
防
災
士
連
絡
協
議

会
長
な
ど
、
関
係
各
位
に
も
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、「
自
分
た
ち
の

町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

共
通
の
意
識
を
よ
り
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

西
条
市
消
防
団
と
し
て
も
、
防

災
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
、
迅

速
・
的
確
な
水
防
活
動
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
は
、
四
国
地
方
で

も
観
測
史
上
最
多
と
な
る
六
つ
の

台
風
が
上
陸
し
、
本
市
で
は
、
台

風
二
十
一
号
に
よ
り
、
か
つ
て
な

い
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
不
幸

に
し
て
五
名
の
尊
い
人
命
を
失
い

ま
し
た
。
痛
ま
し
い
教
訓
を
風
化

 

～
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

班
長
　
岡お

か 
本も

と

　
洋よ

う 

子こ

『
自
分
の
命
は
、

　
　
自
分
で
守
る
』
を
合
言
葉
に

宇
和
島
市
消
防
団

　
宇
和
島
方
面
隊
本
部

団
長
　
三み 

村む
ら

　
康や

す 

行ゆ
き

西
条
市
消
防
団
「
水
防
訓
練
実
施
」

西
条
市
消
防
団

さ
せ
る
こ
と
な

く
、
こ
れ
か
ら

も
、市
民
の「
安

全
・
安
心
」
の

た
め
、
日
々
訓

練
を
重
ね
、
災

害
に
強
い
町
づ

く
り
の
た
め
に

尽
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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　４月２１日より入社しました山西勝之（やまにしかつのぶ）さんです。まだ３ヶ月足らずですが真面
目で仕事をテキパキとこなし、これから大活躍の予感でいっぱいです。プライベートでは自慢の愛車の
ため、毎週洗車するほどの一途な愛の持ち主です（笑）。ちょっといろいろ聞いてみましょう！

Ｑ．消防協会に入社して感想をどうぞ。
　　局長と菅さんに仕事を教わりながら、毎日ヒィヒィ言ってます。
Ｑ．趣味を教えてください。
　　もちろんドライブです。
Ｑ．今年の目標は？
　　正規雇用されたら結婚をしようかと・・・。
Ｑ．最後にみなさんへひとこと。
　　まだまだ仕事内容もきちんと把握してないので、色々とご迷惑をおかけすることもあると思います
　ので、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いします。

会　　長 土　居　敏　夫 久万高原町消防団長 (公財）日消　監　事

業務執行理事 山　川　彰　夫 四国中央市消防団長 (公財）日消　評議員

業務執行理事 井　戸　善　昭 松山市消防団長
業務執行理事 中　川　一　夫 大洲市消防団長

理　事 菅　　　良　二 県市長会会長（今治市長）
理　事 甲　岡　秀　文 県町村会（鬼北町長）
理　事 加　藤　　　泰 県県民環境部防災局消防防災安全課長
理　事 芳　野　浩　三 県消防長会会長（松山市消防局長）
理　事 村　上　　　秀 新居浜市消防本部消防長
理　事 大　野　博　史 大洲地区（組）消防本部消防長
理　事 菅　　　惠　志 今治市消防団長
理　事 三　村　康　行 西条市消防団長
理　事 岡　田　吉　弘 伊予市消防団長
理　事 佐　伯　茂　喜 西予市消防団長
理　事 菊　池　　　彰 八幡浜市消防団長

評議員 笠　原　尚　武 今治市消防本部消防長
評議員 大　北　榮　二 東温市消防本部消防長
評議員 檜　垣　秀　明 上島町消防団長
評議員 髙　橋　眞　次 新居浜市消防団長
評議員 菅　原　和　文 四国中央市副団長
評議員 村　上　　　祥 今治市消防副団長
評議員 伊　藤　義　照 西条市消防団東支団長
評議員 森　　　光　夫 東温市消防団長
評議員 青　野　光　男 松山市消防副団長
評議員 古　田　博　義 砥部町消防団長
評議員 池　内　勝　彦 松前町消防団長
評議員 長　山　南海男 久万高原町消防副団長
評議員 髙　橋　賢　次 内子町消防団長
評議員 鷹　野　正　志 愛南町消防団長
評議員 菊　池　隼　人 伊方町消防団長
評議員 岡　本　純　一 松野町消防団長
評議員 水　野　和　昭 鬼北町消防団長

監　事 田　中　富　造 上島町消防団弓削方面隊長
監　事 菅　能　英　樹 東温市消防副団長
監　事 山　下　忠　文 宇和島市消防団長

幹　事 大　西　正　浩 東予支部・四国中央市消防本部
幹　事 川　﨑　正　彦 中予支部・松山市消防局
幹　事 成　見　一二三 南予支部・大洲地区（組）地区消防本部

役　職 氏　名 所　　　　　属 備　　　考

平成２６年度　　愛 媛 県 消 防 協 会 役 員

監事任期　H26.5.16～H28.5.定時評議員会の終結時まで
評議員任期　H24.3.12～H27.5.定時評議員会の終結時まで

理事任期　H26.5.16～H28.5.定時評議員会の終結時まで

（平成26年5月16日現在）

◇新職員のご紹介です！

土居敏夫協会長
　公益財団法人　愛媛県消防協会は、皆様にご支
援いただきながら更なる消防防災の発展に努めま
すのでご協力お願いします。
山川彰夫業務執行理事（東予支部長）
　土居会長を支えながら、えひめ消防の発展のた
めにがんばります。
井戸善昭業務執行理事（中予支部長）
　まだまだ未熟ですが、しっかり勉強してがんば
ります。
中川一夫業務執行理事（南予支部長）
　土居会長を支えながら、えひめの団員のために
がんばります。

会長・業務執行理事
より一言

土居敏夫山川彰夫 井戸善昭 中川一夫

事務局だより


